
令和８年度 秋田県小・中・高等学校学校体育担当者連絡協議会

秋田県教育庁保健体育課

学校体育･部活動チーム

【解説②】

「体育・保健体育の重点について」
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１．本県における学校体育の方向性

２．体育・保健体育の
目指す子どもの姿 と 教科指導の重点

３．体育・保健体育の授業づくりに向けて

【 内 容 】

2



１．本県における学校体育の方向性

２．体育・保健体育の
目指す子どもの姿 と 教科指導の重点

３．体育・保健体育の授業づくりに向けて

【 内 容 】
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１．本県における学校体育の方向性

運動やスポーツが好きな児童生徒の割合と体力合計点との関連
（小・中学校平均、47都道府県）「令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査」
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運動やスポーツが好き（％）
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運動やスポーツが好きで
体力が高い児童生徒
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本県の現状 ～好意度・体力合計点の推移～
「令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査」より

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ元 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7

秋田県 65.6%65.6%66.0%65.8%61.6%63.0%62.9%63.4%63.3%

全国 60.2%60.0%59.9%59.1%56.2%57.8%58.3%59.4%59.2%

54.0%

56.0%

58.0%

60.0%

62.0%

64.0%

66.0%

68.0%

秋田県 全国

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ元 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7

秋田県 52.6 52.6 52.8 52.4 51.7 51.0 51.3 51.1 51.6

全国 50.3 50.5 50.8 50.3 49.2 48.8 48.9 49.3 49.6

46.0

48.0

50.0

52.0

54.0

秋田県 全国

運動・スポーツへの好意度（小５･中２） 体力合計点（小５･中２）

※ 第４期あきたの教育振興に関する基本計画～みんなでつくろう「教育立県あきた」～
（令和７年３月（令和８年３月一部改訂）秋田県教育委員会）におけるＲ11年度指標

5



「運動やスポーツをすることは好き」の割合
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本県の現状 ～学年別・好意度の推移～
「令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査」より
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「運動やスポーツをすることは嫌い・やや嫌い」の割合
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本県の現状 ～学年別・好意度の推移～
「令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査」より
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「運動やスポーツが好き」から「豊かなスポーツライフ」へ導く授業づくり

生涯にわたる豊かな
スポーツライフの実現（継続）

運動やスポーツへの積極的
（自主的、自発的）な態度

運動やスポーツが好き

本県における学校体育の方向性

運動やスポーツが好きで
体力が高い秋田の児童生徒
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１．本県における学校体育の方向性

２．体育・保健体育の
目指す子どもの姿 と 教科指導の重点

３．体育・保健体育の授業づくりに向けて

【 内 容 】
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◆本県における学校体育が目指す方向性

運動やスポーツが好きで
体力が高い児童生徒

体育・保健体育の目指す子どもの姿と教科指導の重点
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冊子版
p.50・51

１．全ての児童生徒が運動の楽しさや喜び
を味わうための指導の充実

２．「体つくり運動」の充実

３．健康課題を解決する保健の指導の充実

体育・保健体育の目指す子どもの姿と教科指導の重点
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令和７年度学校教育の指針（p.50-51）

１ 全ての児童が運動の楽しさや喜びを味わ
うための指導の充実

・12年間の系統性を踏まえ、６年間を見通
した年間指導計画の作成

・育成を目指す資質・能力の具体的な指導
内容及び学習評価を意図的・計画的に設
定した指導と評価の計画の作成・活用

・・・・・

「令和８年度 学校教育の指針」の変更点

検証・改善

検証・改善

令和８年度版

体育・保健体育の目指す子どもの姿と教科指導の重点

これまでの取組を
さらに前進させる
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パンフ
レット版
p.⑦

体育・保健体育の目指す子どもの姿と教科指導の重点
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体育・保健体育の目指す子どもの姿と教科指導の重点
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運動に関する領域について

体育・保健体育の目指す子どもの姿と教科指導の重点
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＜運動に関する領域＞
令和８年度 目指す児童生徒の姿

□「する・みる・支える・知る」の多様な関わり方
を通して、運動の楽しさや喜びを実感し、自ら進
んで運動に親しむことができる。

この実現に向けて

重
点

① 運動の特性に触れ、多様な関わり方を通じて、
楽しさや喜びを実感できる授業づくりの充実

具体的には

取
組
事
項

◇ 単元を通じて育成したい児童生徒の姿を明確にし、
指導内容の精選や評価場面の適切な設定など、指導
過程を工夫する。

◇ 課題の発見・解決に向けて、ＩＣＴを活用した対
話や動きの可視化などの活動を効果的に取り入れる。
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重
点

① 運動の特性に触れ、多様な関わり方を通じて、
楽しさや喜びを実感できる授業づくりの充実
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運動やスポーツへのいろいろな関わり方について、「興味や関心がある」と
答えた児童生徒の割合（令和７年度新設問）

●令和７年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査
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運動やスポーツ
との多様な
関わり方

見方
・

考え方

三つの資質・能力を
バランス良く育成

豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ

運動やスポーツ特性や多様な関わり方を重視した体育の授業づくり

特性に応じた
楽しさや喜び

体力の向上に
果たす役割

知識及び
技能

思考力、
判断力、
表現力等

学びに
向かう力、
人間性等

重
点

① 運動の特性に触れ、多様な関わり方を通じて、
楽しさや喜びを実感できる授業づくりの充実
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◇ 単元を通じて育成したい児童生徒の姿を明確にし、
指導内容の精選や評価場面の適切な設定など、指導
過程を工夫する。

【取組事項】

「本時」ベースの授業構想から
「単元」ベースへの転換

〇単元目標を達成した児童生徒の姿をイメージ

〇児童生徒の実情に応じた適切な指導内容の選択
→解説の［例示］を参考に

〇適切な評価のタイミングを検討
→今日指導したことをいつ評価するか
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知

態度
思判表

知識
技能

技態

単元全体を通じた計画

指導後に
□期間を置かずに評価
・「知識」
・「思考・判断・表現」

■一定期間を置いてから評価
・「技能」
・「主体的に学習に取り組む態度」

◇単元ベースでの授業構想

指導の充実を図るための
適切な評価場面の設定

知

技

指導内容の精選と、
効果的な関連付け
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◇ 課題の発見・解決に向けて、ＩＣＴを活用した対話
や動きの可視化などの活動を効果的に取り入れる。

【取組事項】

＜質問＞ 保健体育の授業で、タブレットなどのＩＣＴを
使って学習することで、「できたり、わかったり」
することが、「いつもある」「だいたいある」と答
えた児童生徒の割合

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

小５男 46.9% 54.2% 56.8% 63.9%

小５女 46.7% 57.3% 57.1% 61.9%

中２男 52.8% 59.6% 70.8% 72.2%

中２女子 50.3% 59.0% 68.7% 69.7%

45%

50%

55%

60%

65%

70%

75%

80%

●全国体力・運動能力、運動習慣等調査（Ｒ４～Ｒ７推移）

効果的なＩＣＴの
活用により、

「できた」「わかった」
が増えている
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〔第５学年及び第６学年〕Ｂ 器械運動 (2) 思考力，判断力，表現力等

○ 観察し合って見付けたこつやわかったことを他者に伝える例
・ グループの中で互いの役割を決めて観察し合ったり，学習カード
や ICT機器を活用したりして，つまずいていた技や演技のこつやわ
かったことを，文字や図で書いたり，映像を活用して発表したりす
るなどして，仲間やグループに伝えること。
（p.129）

〔第３学年及び第４学年〕Ｃ 走・跳の運動 (2) 思考力，判断力，表現力等

○ ICT 機器を活用して自己の課題を見付ける例
・ 自己の走・跳の運動の様子をタブレットやデジタルカメラなどの
ICT機器を活用して確認し，動きのポイントと照らし合わせて自己の
課題を見付けること。（p.89）

小学校学習指導要領解説におけるＩＣＴの活用に関する記載

教師の指示による活用から
児童生徒自身による自主的な活用へ

対話の可視化
アプリを活用した意見交換等

動きの可視化
動画を活用した運動観察等
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保健に関する領域について

体育・保健体育の目指す子どもの姿と教科指導の重点
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＜保健に関する領域＞
令和８年度 目指す児童生徒の姿

□情報の適切な活用を通じて、健康や安全に関
する課題を発見し、解決することができる。

24

この実現に向けて

重
点

② 習得した知識・技能を実生活で活用していくこ
とができる授業づくりの充実

具体的には

取
組
事
項

◇ 健康・安全につながる適切な行動選択ができるよ
う、情報の収集・選択・分類・整理等の活動を効果
的に取り入れる。

◇ 対話や表現などの活動を通じて、習得した知識と
実生活を関連付けたり、情報を適切に活用したりす
るなど、効果的な指導方法を工夫する。



重
点

② 習得した知識・技能を実生活で活用していくこ
とができる授業づくりの充実

実生活で活用していく･･･とは

生きる力を育む小学校保健教育の手引（文部科学省H31.3）



◇ 健康・安全につながる適切な行動選択ができるよう、
情報の収集・選択・分類・整理等の活動を効果的に取
り入れる。

【取組事項】

情報

収集

選択

分類

整理 創造

発信
分析

比較

･･･

情報の扱い方（例）

情報を基にして思考を広げたり、判断の材料としたり、
整理して表現したりするなどの活動を通じて学びを深める
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◇ 対話や表現などの活動を通じて、習得した知識と実
生活を関連付けたり、情報を適切に活用したりするな
ど、効果的な指導方法を工夫する。

【取組事項】
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＜質問＞保健の授業で学習した運動、
食事、休養およびすいみんに気をつ
けた生活を送れていると思いますか。

●令和７年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査より
＜質問＞保健を学習して、もっと運
動しようと思いましたか。
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保健の学習で学んだことを実生活で生かそうとする
意識がある一方で･･･

15.8% 16.2%

12.6%

16.9%18.0%
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R元 R６ R7

１週間の総運動時間 「０分」 と回
答した児童生徒の割合の推移
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朝食を「食べない日もある」「食べな
い日が多い」「食べない」と回答した
児童生徒の割合の推移

●令和７年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査より

習得した知識を、他の領域での学びと関連付け
実生活に「生きて働く知識」として身に付ける

28



「保健の見方・考え方」を働かせた深い学びのイメージ

疾病や傷害を防止するとともに，生活の質や生きがいを重視
した健康に関する観点

疾病等のリスクの軽減
生活の質の向上
健康を支える環境づくり

（例）小学校保健領域 第６学年「病気の予防」

踏まえる

関連付ける
個人及び社会生活
における課題や情報

病原体が主な要因と
なって起こる病気の予
防に関する課題や情報

学んだことを
実生活へ！

健康や安全に関する

原則や概念に着目
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１．本県における学校体育の方向性

２．体育・保健体育の
目指す子どもの姿 と 教科指導の重点

３．体育・保健体育の授業づくりに向けて

【 内 容 】
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「先生、
体育・保健体育って
何を学ぶ教科ですか？」

私は将来、サッカーやらないのに、
授業で学ぶ意味は？」
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32

体育・保健体育は、運動やスポーツ、保健の学習を通じて

三つの資質・能力をバランス良く育む教科です。

バランスとは･･･それぞれの資質・能力の育成に

かける時間的・量的な釣り合いのことだけではない

関連付け関連付け

関連付け

相互に関連付けながら
育成することが大事

サッカーを学ぶ
↓

サッカーで学ぶ
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「体育・保健体育って、
なぜ必要なの？」
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御清聴ありがとうございました。
引き続きよろしくお願いします。

ⓒ２０１５秋田県んだッチ

34


	スライド 1:  令和８年度 秋田県小・中・高等学校学校体育担当者連絡協議会
	スライド 2: １．本県における学校体育の方向性  ２．体育・保健体育の 　　目指す子どもの姿 と 教科指導の重点  ３．体育・保健体育の授業づくりに向けて
	スライド 3: １．本県における学校体育の方向性  ２．体育・保健体育の 　　目指す子どもの姿 と 教科指導の重点  ３．体育・保健体育の授業づくりに向けて
	スライド 4
	スライド 5: 本県の現状　～好意度・体力合計点の推移～ 　 「令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査」より
	スライド 6: 本県の現状　～学年別・好意度の推移～ 　 「令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査」より
	スライド 7: 本県の現状　～学年別・好意度の推移～ 　 「令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査」より
	スライド 8: 「運動やスポーツが好き」から「豊かなスポーツライフ」へ導く授業づくり　　　　　　
	スライド 9: １．本県における学校体育の方向性  ２．体育・保健体育の 　　目指す子どもの姿 と 教科指導の重点  ３．体育・保健体育の授業づくりに向けて
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29: 「保健の見方・考え方」を働かせた深い学びのイメージ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	スライド 30: １．本県における学校体育の方向性  ２．体育・保健体育の 　　目指す子どもの姿 と 教科指導の重点  ３．体育・保健体育の授業づくりに向けて
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34

